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❧教大学大学㝔♫会学◊✲⛉

博士後期ㄢ⛬提出≀ㄝ明 

㛵㐃するRGUIDE  https://rguide.rikkyo.ac.jp/ 

I 「後期ㄢ⛬◊✲指導教員・◊✲㢟┠届」 

z 履修せ㡯㓄付時、および、4月初旬の◊✲⛉ガイダンスで㓄付される「後期ㄢ⛬◊✲指

導教員・◊✲㢟┠届」㸦♫会学◊✲⛉ホームページにて㞮形㟁子ファイル㸦MSワード形

式㸧をダウンロードし利⏝可⬟㸧に、◊✲指導教員名・副◊✲指導教員名と◊✲㢟┠を

グ入し、指導教員の承ㄆを得た後、4月の提出期㛫内に提出すること。提出に㛵してはR

Guide『♫会学◊✲⛉後期ㄢ⛬「◊✲指導」履修希望⏦ㄳ』の指♧に従うこと。

z 博士ㄢ⛬後期ㄢ⛬に在学する全学⏕は、後期ㄢ⛬◊✲指導教員・◊✲㢟┠届をもって届

け出た教員の◊✲指導が⮬動Ⓩ㘓される。従って⛉┠コードⓏ㘓は不せである。

z ◊✲指導教員については、♫会学◊✲⛉委員会の審㆟を⤒て☜定される。

z ◊✲休暇・ᾏ外◊✲中の教員は、◊✲指導を担当することができない。

Ⅱ 「博士ㄽ文◊✲構想ィ⏬書」 

z ◊✲⛉後期ㄢ⛬学⏕は、博士ㄽ文の主㢟、⌧在までの◊✲≧ἣ㸦修士ㄽ文までの◊✲実

⦼との㛵㐃性、◊✲の具体ⓗ㐍展≧ἣ➼を含む㸧、⮬分の◊✲の国内外における位⨨づ

け、今後のぢ㏻し、について、3,000字㹼5,000字⛬度の分㔞に、「博士ㄽ文◊✲構想ィ

⏬書」としてまとめ、1年次の7月に提出する。

z ♫会学◊✲⛉ホームページにて㞮形㟁子ファイル㸦MSワード形式㸧をダウンロードし利

⏝可⬟であり、様式は、当ヱ㟁子ファイルに従う。

z 日本ㄒまたはⱥㄒでグ㏙すること。

z 1ページ┠は⾲⣬とし、必せ事㡯をグ入する。

z 2ページ┠以㝆を本文とし、日本ㄒの場合3,000㹼5,000字、ⱥㄒの場合はダブルスペー

スで1,000㹼2,000ㄒでまとめること。

z 本文は、次の4つの㡯┠から構成すること。

¾ 博士ㄽ文の主㢟

¾ ⌧在までの◊✲≧ἣ㸦修士ㄽ文までの◊✲実⦼との㛵㐃性、◊✲の具体ⓗ㐍展≧ἣ

➼を含む㸧

¾ ⮬分の◊✲の国内外における位⨨づけ

¾ 今後のぢ㏻し

z 本文の後に、参⪃文⊩⾲を付グすること。

z 執➹に㝿しては、実㝿にどのようなㄽ文を書こうとしているのか、いかに◊✲を㐙⾜す

るのか、㸦国内外の◊✲動向を㋃まえ㸧その◊✲によりいかなるⅬが明らかにされるの

かが具体ⓗにわかるよう、明晰にグ㏙する。

z 上グせ㡿で作成した「博士ㄽ文◊✲構想ィ⏬書」を㸱㒊印刷し、R Guideの「博士ㄽ文

提出㛵㐃スケジュール」にグ㍕の7月の提出期㛫内に学㒊事務㸰ㄢ㸦♫会学◊✲⛉担当㸧

に提出すること。提出方ἲについてはR Guideの「博士ㄽ文提出㛵㐃スケジュール」を

☜ㄆすること。 
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Ⅲ 博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文 

z 予備審査ㄽ文作成⬟力をᾰ㣴するために、博士ㄽ文㢟┠に㛵する「‽備基♏ㄽ文」を作

成し、2年次9月に提出する。 

z ◊✲ィ⏬およびㄽ文作成ィ⏬にἢい、博士ㄽ文へと展㛤できるだけの実㉁を備えた⊂❧

の◊✲ㄽ文であることがồめられる。一㒊ないし全体が、学⾡ㄅへの投✏に堪えうるỈ

‽にあることが望ましく、実㝿に投✏することも奨励する。 

z 博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文提出せ㡿 

¾ ◊✲⛉後期ㄢ⛬学⏕は、博士ㄽ文予備ㄽ文作成⬟力をᾰ㣴し、☜ㄆするために、博

士ㄽ文㢟┠に㛵する基♏ㄽ文を次のせ㡿によって作成する。 

¾ なお、「博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文提出届」「博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文内容のせ旨」「博

士ㄽ文‽備基♏ㄽ文㸦⾲⣬㸧」については、それぞれ、♫会学◊✲⛉ホームページ

にて㞮形㟁子ファイル㸦MSワード形式㸧をダウンロードし利⏝可⬟であり、様式は

当ヱ㟁子ファイルに従う。 

¾ Ⅰ㸬提出書㢮 

� 1㸬博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文提出届 

� 2㸬博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文内容のせ旨 

� 3㸬博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文 

� 4㸬博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文㸦PDF∧㸧をグ㘓した㟁子媒体㸦USBやDVD、CDなど任

意で1㒊㸧 

¾ Ⅱ㸬作成せ㡿 

� 1㸬博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文提出届 

z ◊✲⛉ホームページにある㞮形㟁子ファイル㸦MSワード形式㸧の様式にも

とづき必せ事㡯をグ入し、印刷する。 

� 2㸬博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文内容のせ旨 

z 日本ㄒまたはⱥㄒでグ㏙すること。 

z ♫会学◊✲⛉ホームページにて㞮形㟁子ファイル㸦MSワード形式㸧をダウ

ンロードし利⏝可⬟であり、様式は当ヱ㟁子ファイルに従う。 

z せ旨本文は、日本ㄒの場合1,000㹼3,000字、ⱥㄒの場合はダブルスペース

で500㹼1,000ㄒでまとめること。 

� 3㸬博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文 

z 日本ㄒまたはⱥㄒでグ㏙すること。 

z 1ページ┠は⾲⣬とし、以下に例♧された様式にἢって必せ事㡯をグ入し、

印刷する。 

z 2ページ┠以㝆を本文とし、原則として、日本ㄒによるものはA4判㸦40字 

×30⾜㸧、15ページ以上、ⱥㄒによるものは、A4判㸦1インチ10文字、60 

字×30⾜、ダブルスペース㸧、20ページ以上とする。㸦図⾲を含む。㸧 

z 本文の後に、参⪃文⊩⾲を付グすること。 

� 4㸬博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文㸦PDF∧㸧 

z 博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文の㟁子ファイルのPDFデータ∧。容㔞は、1ファイル

当たり100MB以下とし、原則として、⾲⣬・┠次・図⾲なども⤖合した㸯

つのデータファイルで提出すること㸦ただしファイル容㔞が100MB以上に

なる場合は、」数ファイルに分割すること㸧。 

z PDFファイル全体において、レイアウトの崩れや図⾲・文字の欠ⴠといっ

た不具合がないかを提出前に必ず☜ㄆすること。 

z PDFの推奨形式は、PDF/A (ISO-19005) である。 

¾ 国❧国会図書㤋によると博士ㄽ文の㟁子データ形式は、PDF/A (ISO-19 

005) が推奨されている。PDF/A(ISO-19005)とは、㛗期保存を┠ⓗとし 
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20  年 月 日提出 

 
博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文 

 

 

博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文㢟┠ 

 

 

 

 

指導教員 ○○○○ 教授 

 
 

❧教大学大学㝔♫会学◊✲⛉ 

 

学⏕␒号 △△△△△△△

Ặ名 ○○○○ 

たファイル形式で、文字フォントの埋め㎸み、暗号化の⚗止、外㒊フ

ァイルへの依存性の排㝖など、㛗期ⓗなコンテンツへのアクセスを担

保したつ格のこと。PDF/A (ISO-19005) 形式は、Microsoft Office Wo 

rd や Adobe Acrobat から作成することができる。 

¾ Rikkyo SPIRIT「文書を PDF㸭A 形式で保存する」 

URL https://spirit.rikkyo.ac.jp/mc/faq/SitePages/00110.aspx 

 

� 上グせ㡿で作成した「博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文提出届」「博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文

内容のせ旨」ならびに「博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文」をそれぞれ㸱㒊印刷し、R 

Guideの「博士ㄽ文提出㛵㐃スケジュール」にグ㍕の9月の提出期㛫内に、学㒊

事務㸰ㄢ㸦♫会学◊✲⛉担当㸧に提出すること。提出方ἲについてはR Guide

の「博士ㄽ文提出㛵㐃スケジュール」を☜ㄆすること。 

 

 

 
㸺博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文の⾲⣬様式㸼 
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Ⅳ 中㛫報告会、中㛫報告会実施報告書 

¾ Ⅲ「博士ㄽ文‽備基♏ㄽ文」の内容をもとに、2年次10月に実施される「中㛫報告

会」で報告する。 

¾ 「中㛫報告会」の実施に㝿しては、各報告⪅の指導教員、副指導教員が、それぞれ

出席することを原則とする。 

¾ 報告⪅は、実施会場での報告を原則とする。 

¾ 中㛫報告会⤊了後、各報告⪅は、「中㛫報告会実施報告書」㸦♫会学◊✲⛉ホーム

ページにて㞮形㟁子ファイル㸦MSワード形式㸧をダウンロードし利⏝可⬟㸧を作成

し、㓄布㈨料をῧ付したものを3㒊、R Guideの「博士ㄽ文提出㛵㐃スケジュール」

にグ㍕の11月の提出期㛫内に、学㒊事務㸰ㄢ㸦♫会学◊✲⛉担当㸧に提出すること。

提出方ἲについてはR Guideの「博士ㄽ文提出㛵㐃スケジュール」を☜ㄆすること。 

 

 

Ⅴ ◊✲業⦼報告書 

z 博士ㄢ⛬後期ㄢ⛬に在学する学⏕は、博士ㄽ文の作成に向けて各⮬の◊✲ィ⏬に従 

って、各年度の◊✲指導教員および副◊✲指導教員から㐌2時㛫の◊✲指導を受け、

必せな専㛛▱㆑と⬟力を㌟につけなければならない。 

z 博士ㄢ⛬後期ㄢ⛬に在学する学⏕は、各年度の◊✲業⦼を指導教員に報告しなけれ

ばならない。 

z ◊✲指導の成⦼は、その年度の業⦼の概せ、刊⾜業⦼㸦ㄽ文、単⾜本ほか㸧、Ⓨ⾲

業⦼㸦学会Ⓨ⾲ほか㸧などをグした「◊✲業⦼報告書」㸦♫会学◊✲⛉ホームペー

ジにて㞮形㟁子ファイル㸦MSワード形式㸧をダウンロードし利⏝可⬟㸧によってホ

価する。同報告書にㄽ文技刷など参⪃㈨料をῧ付したもの㸰㒊を、R Guideの「博士

ㄽ文提出㛵㐃スケジュール」にグ㍕の1月の提出期㛫内に、学㒊事務㸰ㄢ㸦♫会学

◊✲⛉担当㸧に提出すること。提出方ἲについてはR Guideの「博士ㄽ文提出㛵㐃

スケジュール」を☜ㄆすること。 

 

Ⅵ 博士ㄽ文予備ㄽ文 

z ㄢ⛬博士ㄽ文が、本審査で審査できるỈ‽であるか否かを判断するために、博士ㄽ文ⲡ

✏ができたẁ㝵で、「博士ㄽ文予備ㄽ文」として提出し、審査を受ける。 

z 提出する時Ⅼにおいて、修了必せ単位の修得㸦ぢ㎸可㸧※1㸦2020年度以㝆入学⪅から

㐺⏝㸧、並びに、それまでに必せとされる上㏙のィ⏬書、ㄽ文、報告会、報告書の提

出・実施はすべて⾜われている必せがある。 

z 審査の⤖果、承ㄆされれば、本大学㝔のㅖつ則に従って「博士ㄽ文」を提出するがㄆ定

される。 

z 「博士ㄽ文予備ㄽ文提出せ㡿」 

¾ 本◊✲⛉後期ㄢ⛬学⏕は、博士ㄽ文の審査を㢪い出る前に、必ず、このせ㡿に従っ

て書㢮を作成し、予備審査を受けなければならない。書㢮提出に当たっては、あら

かじめ主指導教員に提出書㢮のⅬ検を受け、主指導教員を⤒て、◊✲⛉委員会に提

出する。 

※後期ㄢ⛬主任への提出書㢮には、以下㸳.予備ㄽ文、㸴.予備ㄽ文㸦PDF∧㸧をグ㘓し

た㟁子媒体㸦USBやDVD、CDなど任意で1㒊㸧は含まれていないが、予備ㄽ文審査⏦ㄳ書

に正副指導教員が承ㄆ印を押す㝿に、提♧しなければならない。 
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Ⅰ㸬提出書㢮 

㸯㸬予備ㄽ文審査⏦ㄳ書㸦1㏻㸧 

㸰㸬予備ㄽ文せ旨㸦3㏻㸧  

㸱㸬履歴書㸦1㏻㸧 

㸲㸬◊✲業⦼一ぴ㸦1㏻㸧 

㸳㸬予備ㄽ文㸦1⦅、4㏻㸧※ 

㸴㸬予備ㄽ文㸦PDF∧㸧をグ㘓した㟁子媒体㸦USBやDVD、CDなど任意で1㒊㸧※ 

※予備ㄽ文、予備ㄽ文㸦PDF∧㸧をグ㘓した㟁子媒体㸦USBやDVD、CDなど任意で1㒊㸧

は⏦ㄳが◊✲⛉委員会で承ㄆされた後に審査委員会に提出すること。 

 
Ⅱ㸬作成せ㡿 

㸯㸬予備ㄽ文審査⏦ㄳ書・1㏻㸦所定の様式㸧 

㸰㸬予備ㄽ文せ旨・3㏻ 

� ♫会学◊✲⛉ホームページにて㞮形㟁子ファイル㸦MSワード形式㸧をダウンロ

ードし利⏝可⬟であり、様式は当ヱ㟁子ファイルに従う。 

� 3㏻作成する。 

� 日本ㄒまたはⱥㄒでグ㏙すること。 

� 日本ㄒの場合1,000㹼3,000字、ⱥㄒの場合はダブルスペースで500㹼1,000ㄒで

まとめること。 

㸱㸬予備ㄽ文 

� 共ⴭでないこと。 

� 日本ㄒまたはⱥㄒでグ㏙すること。 

� ⡆易〇本すること。 

� 原則として、日本ㄒによるものはA4判㸦40字×30⾜㸧、80ページ以上、ⱥㄒに

よるものはA4判㸦㸯インチ10文字、40字×30⾜㸧、130ページ以上とする。 

㸦図⾲、ὀ、文⊩⾲を含む。㸧 

� ㄽ文は、印刷とする。 

� 冊数は、1⦅、4㏻とする。 

㸲㸬予備ㄽ文㸦PDF∧㸧 

z 予備ㄽ文の㟁子ファイルのPDFデータ∧。容㔞は、1ファイル当たり100MB以下

とし、原則として、⾲⣬・┠次・図⾲なども⤖合した㸯つのデータファイルで

提出すること㸦ただしファイル容㔞が100MB以上になる場合は、」数ファイル

に分割すること㸧。 

z PDFファイル全体において、レイアウトの崩れや図⾲・文字の欠ⴠといった不

具合がないかを提出前に必ず☜ㄆすること。 

z PDFの推奨形式は、PDF/A (ISO-19005) である。 

¾ 国❧国会図書㤋によると博士ㄽ文の㟁子データ形式は、PDF/A (ISO-19005) 

が推奨されている。PDF/A(ISO-19005)とは、㛗期保存を┠ⓗとしたファイ 

ル形式で、文字フォントの埋め㎸み、暗号化の⚗止、外㒊ファイルへの依 

存性の排㝖など、㛗期ⓗなコンテンツへのアクセスを担保したつ格のこと。 

PDF/A (ISO-19005) 形式は、Microsoft Office Word や Adobe Acrobat か 

ら作成することができる。 

¾ Rikkyo SPIRIT「文書を PDF㸭A 形式で保存する」 

URL https://spirit.rikkyo.ac.jp/mc/faq/SitePages/00110.aspx 


